
 
 
 
 
 
 

 

平成 29 年に全国で発生した食中毒事件は、1,014 件、患者数は 16,464 人、死者は 3人で

した。特に夏期は、例年、カンピロバクター・ジェジュニ／コリ、腸管出血性大腸菌、サル

モネラ属菌といった細菌による食中毒が多く発生しており、大規模な食中毒事例もしばしば

報告されています。 

このような状況の中、県民が健康で安心できる食生活を送るためには、食品等事業者はも

とより、県民に対する食品衛生思想の普及・啓発、食品の安全性に関する情報提供及びリス

クコミュニケーションの推進並びに食品等事業者のコンプライアンスの徹底を通じた食の

安全の確保を図ることが必要不可欠です。 

このため、食品衛生思想の普及・啓発等のさらなる推進を目的に、厚生労働省は、８月を

「食品衛生月間」と定め、関係事業を実施します。 

〇実施期間：平成 30 年８月１日（水）から同月 31 日（金）まで 

〇行政の主な実施事項 

・街頭キャンペーンの実施 

・食中毒予防シンポジウムの開催 

・報道機関への情報及び資料の提供 

・食中毒多発業種に対する衛生教育及び監視指導の強化 など 

〇（公社）福岡県食品衛生協会及び各支所の主な実施事項 

・広報用印刷物、物資等の配布（ポスター、チラシ、うちわ等の配布） 

・街頭キャンペーンの実施 

・食品衛生指導員による営業施設に対する指導等 

・食中毒予防シンポジウムの開催（福岡県共催） など 

※ 食品衛生協会では、各支所が企画し、効果的な啓発活動を実施します。 

なお、8 月 1 日（水）午前 11 時頃から、JR 博多駅筑紫口において、福岡県の行政担当者

及び県食協と合同で相談窓口を開設し、リーフレットやうちわの配布を行うなど、街頭キャ

ンペーンを実施します。 

 

～平成 30 年度食品衛生責任者講習会の開催日程～ 
本紙第２号に掲載した食品衛生責任者講習会の開催日程に一部誤りがありましたので、改

めて８月以降の開催分を掲載します。ご迷惑をおかけしてすみませんでした。 

（●は開催予定） 

   

支所名 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

筑　紫  5日 27日

粕　屋 13日 ●

宗像・遠賀  4日 ●

北筑後 23日

糸　島 16日

嘉穂・鞍手 29日  5日 13日

田　川 12日 ●

久留米  3日 14日

八　女 ● ●

南筑後 23日 ●

京　築  2日 29日

大牟田 ● ●
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～食中毒予防シンポジウムを開催します～ 

   

細菌性食中毒の中で、事件数・患者数ともに最も多いのが、カンピロバクターを原因とす

るものです。 

今回のシンポジウムでは、消費者、鶏肉の生産者・販売者、行政の関係者がカンピロバク

ターによる食中毒について情報提供や意見交換を行います。 

  多くの方々の参加をお願いします。また、一般の方への参加も呼び掛けてください。 

  

    


